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論 文 の 内 容 の 要 旨

ウマは､典型的な長日性季節繁殖動物である｡雌ウマは､繁殖期に卵巣で卵暗が発

育し､約22日周期で排卵を繰り返す｡ウマ生産現場では､繁殖雌ウマの卵巣内での

卵胞発育状態を直腸検査や超音波画像診断装置を用いて検査し､交配適期を判定して

雄馬との交配を行っているが､卵胞発育障害や原因不明の不受胎がしばしば発生し､

ウマの生産率低下の原因となっている｡しかし､この様な雌ウマの卵胞発育機構に関

する基礎的な知見は乏しく､未だ不明な部分が多い｡本研究は､他の晴乳類とは異な

るウマ特有の繁殖生理学的現象の中で未だ未解明な部分の多い雌ウマの卵胞発育調

節機構について内分泌学的解析を行ったものである｡

1.妊娠後半期における母体卵巣機能と胎子性腺機能

妊娠後半期から泌乳初期における母体の卵巣での卵胞発育を調べる目的で､血中

インヒビン濃度を測定した結果､ウマの妊娠後半期に母体血中インヒビン濃度が上昇

する事実を明らかにした｡しかし､妊娠後半期の母体卵巣ではJ大型卵胞の発育が認
められないことから､母体血中に上昇するインヒビンの分泌源について検索した結果､

1)母体卵巣中のインヒビン含有量は極めて低値であること､2)胎盤抽出液中には､

インヒビンが検出されないこと､3)胎子性腺抽出液申および血中に多量のインヒビ
ンが検出されること､ならびに､4)胎子精巣と卵巣の問質細胞には､インヒビンα

鎖の局在が認められることなどの事実から､胎子性腺がインヒビンの主要な分泌源で

あることを明らかにした｡

2.分娩前後および分娩後排卵に至るまでの卵巣機能

雌ウマの繁殖特性の一つとして､分娩後2週間以内に発情し､排卵(分娩後発情･

排卵)することから､雄ウマと交配して受胎することが可能である｡この分娩後排卵

は､ウマ生産にとって極めて重要であるが､分娩後の急速な卵胞発育については､未
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だ未解明な部分が多い｡本研究の結果から､分娩後排卵のための卵胞発育は分娩前後

の母体卵巣中で開始すること､ならびに､卵胞発育に伴って血中インヒビン濃度の上

昇が認められる事実を明らかにした｡分娩時期には､胎子性腺からのインヒビン分泌

は低下していることから､妊娠末期および周産期において､血中インヒビン濃度を測

定することにより､卵胞発育のモニターが可能である事実を明らかにした｡すなわち､
本法を用いることにより､これまで困難とされてきた妊娠末期から周産期における卵

胞発育のモニターが可能であることを明らかにしたものである｡以上の結果から､今

後､ウマ生産現場において､周産期の母体血中インヒビン濃度の測定が､卵胞発育の

モニター法として有用な手段となりうるものと推察された｡

3.FSH分泌抑制による分娩後排卵日の調節法

ウマでは､分娩後早期にインヒビン活性物質(ステロイド除去卵胞液(SF,eFF))

を静脈内に連続5日間投与すると､分娩後排卵に至る卵胞の発育が抑制され､排卵日

がインヒビン活性物質投与量に依存して遅延する事夷を明らかにした｡インヒビン活
性物質連続投与期間中には､血中FSH濃度は基底レベルに抑制されるが､投与終了

後血中FSH濃度の急激な上昇が起こり､これを受けた卵巣では､速やかに卵胞が発

育して排卵することから､ウマの分娩後排卵時においても インヒビンがFSH分泌

調節を介した卵胞発育の調節に重要な役割を演じてヤ､ることが判明した0以上の結果
から､本法を応用することにより､分娩後排卵日の人為調節が可能であろうと推察さ

れた｡

4.インヒビンの受動免疫中和による過剰排卵誘起法

雌ウマでは､他の家畜と異なり通常の外因性ホルモンの投与による方法では､過

剰排卵の誘起が極めて困難であることが知られている｡本研究では､雌ウマでの発情

前期にインヒビンの受動免疫法により内因性インヒピンの作用を中和した結果､FSH

分泌の冗進が認められ､次いで多数の卵胞発育が誘発され､最終的に過剰排卵が誘起

さ･れる事実を明らかにした｡これらの結果は･､雌ウマにおいても､内因性インヒビン

を免疫学的に中和することにより､最高6個にも及ぶ過剰排卵を誘起できる事実を初

めて明らかにしたものである｡本研究の結果から､内因性インヒビン活性中和法は､

未だウマでは確立されていない過剰排卵誘起法となり得る可能性を示したものであ

る｡

以上の研究成果は､他の晴乳類とは異なる繁殖特性を有する雌ウマの卵巣機能につ

いて､従来から卵胞発育の指標として用いられてきたステロイドホルモンに､新しい

卵巣ホルモンであるインヒビンを加えて考察したものである｡その中でも､ウマの繁

殖生理学上､最も特徴的な現象である分娩後排卵における卵胞発育について､妊娠後

半期から､周産期における内分泌学的機構を明らかにしたものである｡本研究による

成果は､これまで不明の点が多かった雌ウマの卵胞発育機構について､内分泌学的に

解明すると共に､晴乳類の卵巣機能について総合的に理解する上での貴重な知見を提

供するものである｡さらに､本研究により得られた成果は､近い将来ウマ生産現場に

おいて応用される可能性の高い内容である｡
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審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､哺乳類の中で多くの繁殖学的特色を有し､しかも未解明の現象の多い雌ウマの

卵巣機能調節接構を解明することを目的として､実験内分泌学的検討を行ったものである｡

研究に際しては､ウマ生産上最も重要な現象の一つである分娩後排卵時における卵胞発育調

節機構について詳細な基礎的および応用的検討を行ったものである｡

1.妊娠後半期における母体卵巣機能と胎子性腺楼能

妊娠後半期から泌乳初期における母体の卵巣での卵胞発育を調べる目的で､血中インヒ

ビン濃度を測定した結果､ウマの妊娠後半期に母体血中インヒビン濃度が上昇する事実を明

らかにした｡しかし､妊娠後半期の母俸卵巣では､大型卵胞の発育が認められないことから､

母体血中に上昇するインヒビンの分泌源について検索した結果､1)母体卵巣中のインヒビン

含有量は極めて低値であること､2)胎盤抽出液中には､インヒビンが検出されないこと､3)

胎子性腺抽出液中および血中に多量のインヒビンが検出されること､ならびに､4)胎子精巣

と卵巣の問質細胞には､インヒビンα鎖の局在が認められることなどの事実から､胎子性腺

がインヒビンの主要な分泌源であることを明らかにした｡

2.分娩前後および分娩後排卵に至るまでの卵巣機能

雌ウマの繁殖特性の一つとして､分娩後2週間以内に発情し､排卵(分娩後発情･排卵)

することから､雄ウマと交配して受胎することが可能である｡この分娩後排卵は､ウマ生産

にとって極めて重要であるが､分娩後の急速な卵胞発育については､未だ未解明な部分が多

い｡本研究の結果から､分娩後排卵のための卵胞発育は分娩前後の母体卵巣中で開始するこ

と､ならびに､卵胞発育に伴って血中インヒビン濃度の上昇が認められる事実を明らかにし

た｡分娩時期には､胎子性腺からのインヒビン分泌は低下していることから､妊娠末期およ

び周産期において､血中インヒピン濃度を測定することにより､卵胞発育のモニターが可能

である事実を明らかにした｡すなわち､本法を用いることにより､これまで困難とさ.れてき

た妊娠末期から同産期における卵胞発育のモニターが可能であることを明らかにしたもので

ある｡以上の結果から､今後､ウマ生産現場において､周産期の母体血中インヒピン濃度の

測定が､卵胞発育のモニター法として有用な手段となり得るものと推察された｡

3.FSH分泌抑制による分娩後排卵日の調節法･

ウマでは､分娩後早期にインヒビン活性物質(ステロイド除去卵胞液(S訂一eFF))を静

脈内に連続5日間投与すると､分娩後排卵に至る卵胞の発育が抑制され､排卵日がインヒビ

ン活性物質投与量に依存して遅延する事実を明らかにした｡インヒビン活性物質連続投与期

間中には､血中FSH濃度は基底レベルに抑制されるが､投与終了後血中FSH濃度の急激な

上昇が起こり､これを受けた卵巣では､速やかに卵胞が発育して排卵することから､ウマの

分娩後排卵時においても インヒビンがFSH分泌調節を介した卵胞発育の調節に重要な役

割を演じていることが判明したの･以上の結果から､本法を応用することにより､分娩後排卵

日の人為的調節が可能であろうと推察された｡

4.インヒビンの受動免疫中和によ■る過剰排卵誘起法

雌ウマでは､他の家畜と異なり通常の外因性ホルモンの投与による方法では､過剰排卵

の誘起が極めて困難であることが知られている｡本研究では､雌ウマの発情前期にインヒビ
ンの受動免疫法により内因性インヒビンの作用を中和した結果､FSH分泌の冗進が認められ､

次いで多数の卵胞発育が誘発され､最終的に過剰排卵が誘起される事実を明らかにした｡こ

れらの結果は､雌ウマにおいても､内因性インヒビンを免疫学的に中和することにより､最

-215-



高6個にも及ぶ過剰排卵を誘起できる事実を初めて明らかにしたものである｡本研究の結果

から､内因性インヒビン活性中和法は､未だウマでは確立さ中ていない過剰排卵誘起法とな
り得る可能性を示したものである｡

以上の研究成果から､分娩後排卵に至る卵胞発育は､周産期からすでに開始している事実

が判明した｡また､分娩後排卵日の人為的調節法として､インヒビンを用いた内因性FSH分

泌抑制法応用の可能性を明らかに一した｡さらに､これまで人為的な過剰排卵誘起が困難とさ

れていた雌ウマの内因性インヒビンを中和することにより過剰排卵誘起が可能ある事実を明

らかにした｡

以上について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文

として十分価値のある■内容であるものと認めた｡
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